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◆秋田市教育研究所

以下の公立小学校内に設置しています。●印の所では、特別支援教育アドバイザーが週３日程度相談に応じています。
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〒010－0101　潟上市天王字追分西29－76　TEL 018－873－7206、0120－377－804（すこやか電話相談）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  018－873－7215（支援班 特別支援教育担当）
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地　　区　　名 設　置　校　名 所　　在　　地 連　絡　先

※連絡先＊の所は、各教育事務所・出張所の特別支援教育担当指導主事が対応いたします。※（　）は相談ルーム

秋田県教育庁 特別支援教育課　018ー860ー5135　http://www.pref.akita.lg.jp/tokubetu/お問い合わせ

障害のある子どもたちの学校・学級紹介
平成30年度

いっしょうけんめいが
好きです

秋田県教育委員会

鹿角
⑤比内・かづの校

■花輪小

大館・北秋田
④比内

⑥比内・たかのす校
■桂城小
■鷹巣小

男鹿・潟上・南秋田
★県総合教育センター

⑧天王みどり学園
■船川第一小

大曲・仙北
⑫大曲

⑬大曲・せんぼく校
■花館小
■角館小

秋田
◆秋田市教育研究所

①視覚　②聴覚　③秋田きらり
⑨栗田 ⑯秋田大附属

湯沢・雄勝
⑮稲川

■湯沢西小

由利本荘・にかほ
⑩ゆり

⑪ゆり・道川分教室
■鶴舞小

（■岩谷小）

横手
⑭横手

■朝倉小

能代・山本
⑦能代

■渟城南小
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〒010ｰ1409　秋田市南ケ丘一丁目1番1号
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TEL 0184ｰ27ｰ2630
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⑭県立横手支援学校

〒014ｰ0372　仙北市角館町小館77-2
TEL 0187ｰ42ｰ8568
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　花輪小学校
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●（岩谷小学校）
●花館小学校
　角館小学校

●渟城南小学校
●船川第一小学校

●朝倉小学校
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〒018ー0711　由利本荘市岩谷町字十二柳2
〒014ー0006　大仙市花館中町1ー40
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鹿 角 市・鹿 角 郡

大 館 市・北 秋 田 市・北 秋 田 郡
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横 手 市

●秋田市教育研究所 〒010ー0065　秋田市茨島1丁目4ー71 018ー865ー2530秋 田 市

湯 沢 市・雄 勝 郡



視覚に障害のある子どもの教育

一人一人の教育的ニーズに応じます

中学部：ルーペを使って読書小学部：点字で分かったことをまとめよう 部活動：フロアバレーボール

　視覚に障害のある子どものために、県立視覚支援学校があります。
　点字や、弱視レンズ等の視覚補助具で拡大した文字等により、幼稚園、小・中学校等及び高等学
校に準ずる教育を行っています。高等部専攻科では、あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師
等の資格取得を目指した専門教育を行っています。
　視覚に障害のある方への教育相談・支援を行うロービジョン支援センターを設置しています。県
内６地区ではサテライト教室を実施しており、幼児から成人までを対象に月１回、教育相談や学習
支援を行っています。視覚支援学校内でセンター教室を実施しており、定期的な教育相談を行って
います。また、３歳未満の子どもの教育相談に応じています。
　小・中学校等の弱視特別支援学級では、弱視レンズ等の効果的な活用により、事物を明確に認識
する力を高めながら教科指導を行っています。

聴覚に障害のある子どもの教育

幼稚部での学習３歳未満児教育相談 小学部での教科学習

　聴覚に障害のある子どものために、県立聴覚支援学校があります。
　補聴器や人工内耳を活用して、幼稚園、小・中学校等及び高等学校に準ずる教育を行っています。
併せて、音や言葉を聞き分ける学習や一人一人に応じたコミュニケーション手段の習得のために必
要な学習を実施しています。高等部専攻科では、産業技術科、情報デザイン科において、専門技術
を身に付けるための専門教科を設定しています。
　聴覚支援学校に設置されているきこえとことば支援センターでは、聴覚に障害のある方への教育
相談・支援を行っており、３歳未満の子どもの教育相談にも応じています。他に「通級による指導」
も実施しています。県内２地区のサテライト教室では週１回の専門の指導を幼児段階から行ってい
ます。
　小・中学校等の難聴特別支援学級では、補聴器の活用や子どもの聞こえを生かすことによって抽
象的な言葉の理解を促しながら、教科指導を進めています。

肢体不自由のある子どもの教育

中学部：共同作品に色塗り小学部：琴の先生と一緒に初演奏

　肢体不自由のある子どものために、県立秋田きらり支援学校があります。
　秋田きらり支援学校では、小・中学校等及び高等学校に準ずる教育や、知的な発達の遅れを併せ
有する子どものための教育の他、健康の保持増進、運動動作やコミュニケーション能力等の向上を
目指した教育等も行っています。また、県立医療療育センターが隣接しており、入院の必要な子ど
もに対しても、教育と医療、福祉等の機関が連携した取組を行っています。
　小・中学校等の肢体不自由特別支援学級では、教材・教具の工夫やコンピュータ等の活用により
各教科等の学習を行っています。

病気の子どもや体の弱い子どもの教育

小学部
自分でスイッチを操作し、プラネタリウム鑑賞

中学部
絵本のストーリーに合わせてホットケーキ作り体験

　県立秋田きらり支援学校では病気の子どもや体の弱い子どもの教育も行っています。また、病院
（中通総合病院、医療療育センター）に入院して治療を受けている子どもに対しての訪問教育も行
われています。県立ゆり支援学校においても同様の訪問教育を（由利組合総合病院にて）行ってい
ます。
　小・中学校等の病弱・身体虚弱特別支援学級では、医療や生活の管理を必要としながらも自宅か
ら通学できる子どもに対して、個々に必要な支援や配慮の下で指導を行っています。また、病弱・
身体虚弱特別支援学級が設置されている病院（秋田大学医学部附属病院）では、病院に入院して治
療を受けている子どもに対して、病状に配慮しながら指導を行っています。
　独立行政法人国立病院機構あきた病院で治療を受けている子どものために、県立ゆり支援学校道
川分教室があります。道川分教室では、一人一人の障害や発達の状態を踏まえ、感覚や知覚を生か
し、コミュニケーションの力を育てながら調和のとれた発達を促すことを目指した学習を中心に
行っています。
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学校名 対応する
主障害 設置学部 訪問

教育
寄宿
舎

スクー
ルバス 施設との連携

視覚支援学校 視覚障害 幼・小・中・高・専 ○ ○

聴覚支援学校 聴覚障害 幼・小・中・高・専 ○ ○

秋田きらり支援学校 肢体不自由
及び病弱 小・中・高 ○ ○ 県立医療療育センター等

比内支援学校 知的障害 小・中・高 ○ ○

　同　かづの校 知的障害 小・中・高 ○ 東山学園

　同　たかのす校 知的障害 小・中・高 ○ ○ 吉野学園等

能代支援学校 知的障害 小・中・高 ○ ○

支援学校天王みどり学園 知的障害 小・中・高 ○ ○

栗田支援学校 知的障害 小・中・高 ○ ○ 高清水園、若竹学園等

ゆり支援学校 知的障害 小・中・高 ○ ○

　同　道川分教室 病弱及び
重度・重複障害 小・中・高 ○ 独立行政法人国立病院機構

あきた病院

大曲支援学校 知的障害 小・中・高 ○ ○ ○

　同　せんぼく校 知的障害 小・中・高 ○ ○

横手支援学校 知的障害 小・中・高 ○ ○ 阿桜園

稲川支援学校 知的障害 小・中・高 ○ やまばと園

秋田大学教育文化学部
附属特別支援学校 知的障害 小・中・高

小学校 中学校 合　計

知 的 障 害 163 81 244

肢体不自由 21 11 32

病弱・虚弱 15 5 20

弱　　　視 3 3 6

難　　　聴 18 8 26

自閉症・情緒障害 142 70 212

合　　　計 362 178 540
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肢体不自由 21 11 32

病弱・虚弱 15 5 20

弱　　　視 3 3 6

難　　　聴 18 8 26

自閉症・情緒障害 142 70 212

合　　　計 362 178 540

知的に障害のある子どもの教育 一人一人に応じた様々な学びの場があります

中学部：自分たちで考えた
　　　　おかずで弁当づくり高等部：校内実習　箱折り作業

高等部：校外作業　温泉施設の清掃

特別支援学校総合体育大会：サッカー競技 高等部：高等学校との共同制作による
　　　　曲げわっぱづくり

　主に知的障害の子どものための特別支援学校が、県内には本分校合わせて12校あります。小学
部では基本的な生活習慣の確立を目指すとともに、具体的な生活場面を通して生活に役立つ言葉や
数等の学習を行っています。
　中学部や高等部では、作業学習や職場・施設で実際に働く体
験（産業現場等における実習）等の、将来の社会的自立に向け
た体験的・実践的な学習も行っています。栗田支援学校の高等
部には、職業学科もあります。

情緒面や行動面に対して支援が必要な子どもの教育
　心理的な要因により学校生活への適応が困難な子どもや、自閉症等により人とのコミュニケー
ションや行動面で課題のある子どもは、小・中学校等の自閉症・情緒障害特別支援学級や通常の学
級において、特別な支援や配慮のもとで教育を受けています。
　見通しをもって学習に取り組むことができるように、具体物や絵、図、写真等、視覚的な手がか
りの活用や、環境の配慮等、障害特性に応じた方法を工夫して指導しています。

学校へ通って教育を受けることが難しい子どもの教育（訪問教育）

日常的に医療的ケアが必要な子どもへの対応

　自宅や病院で常時医療や介護を必要とするために、学校へ通って教育を受けることが難しい子ど
もに対して、家庭や病院に教師を派遣し、それぞれの子どもの状態に応じた教育を行っています。
訪問教育は、週３日１回２時間程度を標準とし、状態に応じて回数や時間を設定しています。

　日常的に医療的ケアが必要な子どものために、特別支援学校に看護師を配置し、
医療機関と連携しながら、安全で安心な教育ができるよう支援しています。

　小・中学校等の知的障害特別支
援学級では、小集団の中で、教科
や生活に役立つ内容の学習を個に
応じて行っています。

県内の特別支援学校

特別支援学級　学級数

在籍幼児児童生徒数
（幼稚部～高等部専攻科）

１　特別支援学校

２　特別支援学級（小・中学校等に設置）

視覚障害 26
聴覚障害 30

病弱・虚弱 10

※平成30年５月１日現在
（秋田大学教育文化学部
　附属特別支援学校を含む。）

知的障害
1,113

1,280（人）肢体　
不自由

101

肢体　
不自由

39

難聴
26

病弱・虚弱 21
弱視 6

在籍児童生徒数

※平成30年５月１日現在

※道川分教室を除く学校では給食があります。訪問教育は平成30年度の実施校です。

知的障害
608

1,123（人）自閉症・
情緒障害

423

3


